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この装置を用いて， Allende~員石中の AI の多い高温鉱物を含んだ inclusion 3 個について， Mgの同
位体比の分布を測定し，このうちの 1 個については，過剰26Mg を見い出した。これは，消滅核種 26AI 
の崩壊により生成された， 26Mg* がつけ加わったためと解釈される。また，他の 1 個では， inclusion 
形成後受けたと思われる熱により， 26Mg* が境界層に偏析したものが見い出された。前者の 26Mg* は
A l/Mg比と相関を持ち，この相関より，鉱物形成時における 26Al/27 AI比として (2.8土 2.2) X 10-4 
が得られた。この比より ， 26 AIの核生成から鉱物形成までの時間は(1.3+~'~) X 10 6 年であること-0.6 
が求められた O
また， Allende および Yamato-74191関石中の， Mgが多く AIの少ないマトリックス部分で， 24 Mg 
一 56 ー
の明らかな過剰が発見された。
26 AI に起源を持つ26Mg*の存在は，この陳石中の鉱物が形成される 1~3 百万年前にこの核種の生
成が行なわれたこと，そして，それが，その時に存在していた太陽系星雲に混入したことを示すもの
である。さらに，本研究によって初めて明らかにされた過剰24Mg の存在と，さきに Clayton らによ
って見い出された過剰 16 0の存在とを合わせ考えると，これらの核種の合成過程は超新星爆発に伴う







1960年 Reynolds は損石中の 129 Xeの同位体比過剰を発見し，それから原始太陽系星雲中の重元素の核
合成は，太陽系形成時から約 3 億年前に爆発した超新星により行われたことを見出した。 1973年
Clayton らは Allende~員石中に 16 0の過剰が存在することを示し，これは太陽系の原始星雲に新たな成
分が付加された結果であると説明した。西村君は始源性のよく保存された Allende 陽石およびヤマト
隙石中のマグネシウム同位体比を二次イオン質量分析法( SIMS) により精密に測定した結果，カル
7.2XIO'y シウムやアルミニウムを多く含む高温鉱物中に 26Al ，.~，， ~V J 26Mg により生じた 26Mg の過剰を，
また，マトリックス中に含まれるかんらん石の部分に 24 Mgの過剰を発見した。前者は他の研究者によ
っても報告されているが，この26Mgの過剰から原始太陽系星雲に新たに付加された物質は，太陽系形
成時から約百万年前に爆発した超新星からもたらされたものであることが分った。 24 Mgの過剰は新た
に付加された物質が中性子の乏しい爆発的炭素燃焼過程によってつくられたものであることを示唆し
ている。 24 Mgの過剰は西村君が世界で初めて発見したものである。
このように西村君の研究の結果は，太陽系原始星雲が同位体的に単一成分でなく，少なくとも二成
分以上からなり立っているという考えを支持する強い実験的証拠を示したものであるばかりでなく，
新しい成分をもたらした超新星の特性に新たな知見を加えたものということができる。
西村君はこの研究を遂行するにあたり，自ら二次イオン質量分析の手法を開発し，その局所同位体
分析の特長を最大限に活用した。同位体比の精密測定のために 電子計算機を駆使して装置の制御と
とデータ処理の自動化に成功した。
これらの結果は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認められる。
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